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ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
は
カ
タ
ツ
ム
リ

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
の
出
会
い
は
、

何
年
か
前
に
妻
と
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の

あ
る
街
を
訪
ね
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
か
ら
始
ま
る
。
夕
食
に
出
か
け
た

レ
ス
ト
ラ
ン
の
看
板
に
カ
タ
ツ
ム
リ

の
マ
ー
ク
を
見
つ
け
、「
こ
こ
で
も

エ
ス
カ
ル
ゴ
を
食
べ
る
の
か
な
？
」

メ
ニ
ュ
ー
を
穴
の
開
く
ほ
ど
見

て
も
エ
ス
カ
ル
ゴ
は
な
い
。「
イ
タ

リ
ア
で
は
別
の
言
い
方
を
す
る
の
か

も
し
れ
な
い
よ
。」
さ
す
が
グ
ル
メ

料
理
を
誇
る
レ
ス
ト
ラ
ン
。
主
人
自

ら
が
本
日
の
シ
ェ
フ
お
勧
め
メ
ニ
ュ

ー
を
説
明
し
な
が
ら
、
注
文
を
取
っ

て
回
る
。
恥
を
し
の
ん
で
「
エ
ス
カ

ル
ゴ
は
ど
れ
？
」
と
聞
く
と
、
エ
ス

カ
ル
ゴ
は
な
い
と
い
う
。「
で
も
看

板
に
‥
‥
」
と
詰
め
る
。
こ
こ
か
ら

の
主
人
の
説
明
は
長
か
っ
た
。（
別

掲
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
公
式
宣
言
を
参

照
さ
れ
た
い
。）
彼
は
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
協
会
の
会
員
で
、
地
元
の
食
材
を

活
か
し
、
シ
ン
プ
ル
だ
が
本
物
の
味

を
追
求
す
る
こ
と
だ
と
熱
弁
を
振
る

っ
た
。
私
も
そ
の
趣
旨
に
感
動
し
、

料
理
と
ワ
イ
ン
を
充
分
に
堪
能
し

た
。
帰
国
後
、「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」

が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
探
し
、
早
速
に
そ
の
会
員
に

な
っ
た
。

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
の
本
部

を
訪
ね
る

今
年
、
仕
事
の
都
合
で
再
び
ピ

エ
モ
ン
テ
州
に
行
く
機
会
が
出
来
た

の
で
、
思
い
切
っ
て
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

協
会
の
本
部
を
訪
ね
て
み
る
こ
と
に

し
た
。
目
的
は
こ
の
秋
に
州
都
ト
リ

ノ
で
開
か
れ
る
サ
ロ
ー
ネ
・
デ
ル
・

グ
ス
ト
と
い
う
、
協
会
最
大
の
取
組

み
で
あ
る
展
示
会
に
興
味
が
あ
っ

た
。
協
会
本
部
は
、
ブ
ラ
と
い
う
小

都
の
中
心
、
九
月
二
〇
日
通
り
か
ら

小
道
に
入
っ
た
一
角
に
あ
っ
た
。
古

い
民
家
を
改
造
し
た
建
物
の
中
に

は
、
運
動
を
支
え
る
セ
ン
タ
ー
か
ら

商
品
の
流
通
販
売
部
門
ま
で
約
百
人

の
ス
タ
ッ
フ
が
忙
し
そ
う
に
働
い
て

い
た
。
ま
た
、
通
り
を
は
さ
ん
で
出

版
部
の
建
物
が
あ
っ
た
。

遠
い
国
、
日
本
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

来
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
国
際

部
の
リ
リ
ア
さ
ん
が
快
く
対
応
し
て

く
れ
た
。「
サ
ロ
ー
ネ
・
デ
ル
・
グ

ス
ト
は
一
九
九
六
年
か
ら
一
年
お
き

に
開
か
れ
、
今
年
の
秋
に
四
回
目
を

迎
え
ま
す
。
ト
リ
ノ
の
リ
ン
ゴ
ッ
ト

展
示
会
場
全
体
を
使
っ
て
、『
食
の

教
育
』
と
い
う
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
掲

げ
て
開
催
し
ま
す
。『
食
の
教
育
』

と
は
、
お
渡
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

あ
る
よ
う
に
、
私
達
が
何
を
食
べ
る

の
か
、
郷
土
料
理
の
伝
統
や
歴
史
を

理
解
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
我
々
の
社
会
に
お
け

る
食
物
の
中
心
的
役
割
の
復
元
で
、

根
本
的
な
ス
テ
ッ
プ
で
す
。私
達
が
、

美
食
と
ワ
イ
ン
遺
産
の
食
材
を
保
護

し
、
真
価
を
正
し
く
評
価
す
る
た
め

に
、
こ
の
目
的
を
探
求
し
、
カ
タ
ロ

グ
に
載
せ
、
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
活
動
は
、

消
滅
の
リ
ス
ク
に
あ
る
多
種
多
様
な

動
植
物
の
種
、
あ
る
い
は
伝
統
的
な

食
物
を
保
存
し
て
農
産
物
の
多
様
性

を
保
護
す
る
と
い
う
動
機
づ
け
か
ら

き
て
い
ま
す
。
前
回
は
五
日
間
で
、

世
界
中
か
ら
二
千
人
の
取
材
人
、
八

〇
カ
国
か
ら
の
代
表
、
五
百
の
国
内

外
の
出
展
が
あ
り
、
延
べ
一
三
万
人

が
参
加
し
、
エ
ノ
テ
カ
で
は
二
五
〇

〇
本
の
ワ
イ
ン
が
試
飲
さ
れ
、
二
五

〇
の
味
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か

れ
ま
し
た
。
今
年
の
出
展
者
リ
ス
ト

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
は
五
月

に
発
送
し
ま
す
の
で
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。」

ち
な
み
に
イ
タ
リ
ア
・
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
協
会
の
前
身
は
、
民
主
的
文

化
団
体
「
イ
タ
リ
ア
・
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
・
文
化
協
会
（
略
称
ア
ル
チ
）」

の
仲
間
た
ち
が
一
九
八
六
年
に
「
ア

ル
チ
ゴ
ー
ラ
（
ア
ル
チ
の
ノ
ド
＝
食

道
楽
）」
と
い
う
食
文
化
を
守
る
会

で
あ
っ
た
。
一
九
八
九
年
パ
リ
で
開

か
れ
た
国
際
会
議
を
機
に
、
海
外
に

食
文
化
を
は
ぐ
く
む 

食
の
安
全
を
追
求
し
、 

Slow
 Food &

 A
gri Turism

o

ス
ロ
ー
フ
ー
ド 

と 

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

ブラの9月20日通り

サローネ・デル・グスト（10月24日～28日）の宣伝物

スローフード協会国際部のリリアさん

旅
遊
子
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も
広
が
り
、
現
在
は
五
大
陸
、
七
万

の
会
員
を
擁
す
る
大
組
織
と
な
っ

た
。日

本
に
も
約
千
人
の
会
員
が
い

る
そ
う
だ
が
、
名
前
だ
け
の
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
や
大
企
業
の
宣
伝
に
利
用
さ

れ
る
よ
う
な
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
に
な
ら

な
い
よ
う
に
願
い
つ
つ
本
部
を
後
に

し
た
。

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
実
践
す
る

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
滞
在

ブ
ラ
か
ら
車
で
四
〇
分
、
カ
ネ

ッ
リ
と
い
う
小
さ
な
街
の
郊
外
に
あ

る
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
紙
面
の
都

合
で
長
い
説
明
が
出
来
な
い
の
で
農

家
の
民
宿
と
す
る
。）
ラ
・
コ
ル
テ

に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
経
営

者
の
ク
ス
マ
ー
ノ
さ
ん
の
話
を
要
約

す
る
と
「
私
た
ち
は
周
囲
に
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
ブ
ド
ウ
農
園
を
持
ち
、
九

種
類
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク（
有
機
栽
培
）

ワ
イ
ン
を
生
産
し
、
一
部
を
日
本
に

も
輸
出
し
て
い
ま
す
。
名
物
の
白
い

ト
リ
ュ
フ
、
お
菓
子
に
使
う
ヘ
ー
ゼ

ル
ナ
ッ
ツ
も
作
っ
て
い
ま
す
。
同
時

に
快
適
な
九
つ
の
寝
室
、
二
つ
の
ア

パ
ー
ト
と
地
元
の
人
た
ち
も
パ
ー
テ

ィ
ー
な
ど
で
使
う
自
慢
の
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
り
ま
す
。」

そ
の
名
物
料
理
の
夕
食
を
囲
み

な
が
ら
彼
の
話
は
続
い
た
。「
出
身

は
シ
チ
リ
ア
の
農
家
で
す
が
、
ア
グ

リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
始
め
る
前
の
二
〇

年
間
、
ロ
ー
マ
で
旅
行
会
社
の
社
長

を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
友

人
（
旅
行
会
社
の
現
社
長
）
が
仕
事

の
か
た
わ
ら
ロ
ー
マ
の
郊
外
で
オ
リ

ー
ブ
農
園
を
経
営
し
て
い
て
、
無
農

薬
の
エ
キ
ス
ト
ラ
・
バ
ー
ジ
ン
・
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
生
産
し
て
い
ま
し

た
。
五
年
前
に
仕
事
を
彼
に
譲
り
、

こ
の
農
園
の
経
営
を
始
め
ま
し
た
。」

五
種
類
の
前
菜
か
ら
始
ま
り
、
パ
ス

タ
、
魚
・
肉
の
二
種
の
メ
イ
ン
コ
ー

ス
、
さ
ら
に

デ
ザ
ー
ト
、

チ
ー
ズ
と
進

む
間
に
、
バ

ロ
ー
ロ
、
バ

ル
バ
レ
ス
コ
、

バ
ル
ベ
ー
ラ

の
三
種
の
赤

ワ
イ
ン
、
そ

し
て
女
性
に

人
気
が
あ
る

と
い
う
モ
ス

カ
ー
ト
と
い

う
白
い
ス
パ

ー
ク
リ
ン
グ

ワ
イ
ン
で
仕

上
げ
、
読
者

の
皆
さ
ん
に

は
申
し
訳
な
い
が
、
心
ゆ
く
ま
で
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
を
“
ゆ
っ
く
り
”
と
味

わ
う
こ
と
が
出
来
た
。

翌
朝
は
、
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
の

林
か
ら
聞
こ
え
る
小
鳥
の
さ
え
ず
り

で
目
を
覚
ま
し
た
。
た
っ
た
一
泊
な

の
で
後
ろ
髪
を
ひ
か
れ
る
思
い
で
、

愛
嬌
の
あ
る
ク
ス
マ
ー
ノ
夫
妻
に
別

れ
を
告
げ
た
。
思
い
は
早
く
も
一
〇

月
に
開
か
れ
る
サ
ロ
ー
ネ
・
デ
ル
・

グ
ス
ト
へ
の
参
加
に
傾
い
て
い
る
。

私達の世紀は、工業文明の下に発達し、最初に自動車を発明し、

その後それが生活のモデルとなった。皆が、スピードの虜にされ、

習慣を狂わされ、家庭のプライバシーまで侵害され、そして、フ

ァーストフードを食べることを強いるファーストライフという油

断のならないウィルスに感染しているのです。今こそ、ホモ・サ

ピエンス（人類）は、種の滅亡の危機へ向けて突き進もうとする

スピードから、自らを解放しなければなりません。

私達の穏やかな物質的歓びを守るための唯一の道は、このファ

ーストライフという全世界的愚考に立ち向かうということです。

効率を履き違えて狂乱する衆愚に対し、私達は感性の歓びと、ゆ

っくりと持続する楽しみを保証する適量のワクチンを推奨します。

我々の防御は、スローフードによる食卓から始めるべきでしょう。

郷土料理の特色と風味を再発見し、かつファーストフードの下劣

な効果を追放しようではありませんか。生産性の名の下に、ファ

ーストライフは、私達を取り巻く環境や景色を変えてきました。

スローフードこそ、今や唯一で真の革新的回答なのです。しか

らば真の文化とは、品位を損なうことよりも風味の発展にこそあ

り、さらに経験と知識との国際的交流によってこそ、より良い道

が拓けることでしょう。スローフードは、より良い未来を保証し

ます。スローフードは、シンボルであるカタツムリのように、こ

の遅々たる歩みを、国際的な運動へと推進することが出来る多く

の適任の支持者たちを広く求めるものであります。

http://www.slowfood.com

静
か
に
眠
る
９
種
の
ワ
イ
ン
た
ち

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
”
ラ
・
コ
ル
テ
”

スローフード公式宣言

クスマーノさん

写真家・丹野 章先生と一緒に

5月7日（火）～15日（水）417,000円
★北は3000ｍ級の山々、南はアペニン山脈に挟まれ、ポ
ー川の作る緑の沃野とワイン畑の広がるモンフェラートの
丘稜地帯に点在する中世の街々。昔からある伝統を誇りと
し、人間らしく生きることを大切に、そんな心遣いが今、
スローフード運動の中心地として発展しています。赤レン
ガの町並、入り組んだ細い道、階段。ゆったりとしたスケ
ジュールで、街と人々を撮ります。
★農園ホテルで宿泊、本場ピエモンテ料理のお料理教室を
開きます。パスタ作りと旬の野菜を取り入れて、出来上が
りが楽しみ。
★パルメザンチーズの本場であり、幻のワイン・バローロ
もこの地で作られています。豊かな食文化と美しい街巡り。
アスティ2泊、ラ・コルテ2泊、サルッツォ3泊、機中泊1泊

大地を駆けめぐる列車の旅。変化に富んだ車窓の風景、感動を与え
る大自然のパノラマ。もともと鉄道の旅はイギリスから始まり、ヨ
ーロッパは鉄道の旅先進国。最新の技術を取り入れ、車体もスマー
ト、車内サービスも工夫を凝らしたヨーロッパご自慢のプレミアト
レインがそろっています。
たとえばこんな列車があります。
■ドーバー海峡を結ぶ国際特急「ユーロスター」
ロンドン～パリ、ロンドン～ベルギー・ブリュッセル間
■フランス　ワインレッドの車体タリスとＴＧＶ
タリスはパリからブリュッセル～アムステルダム、ジュネーブ、
ドイツ・デュッセルドルフ、ベルギー・ナミュールへ。フランス
の主要都市を結ぶ高速列車ＴＧＶは昨年6月から運行開始された地
中海線によって南フランスまでの所要時間が大幅に短縮。
■イタリア高速列車
北部のトリノ、ミラノ、ボルツァーノ、ベネチア、フィレンツェ、
ローマ、ナポリ、最南端のレジョまで快適な都市間移動。
■ スイス・アルプス　「氷河急行」
スイス南部、山のリゾート・ツェルマット～クール～サンモリッ
ツ間を走り、最大で1400ｍもの標高差を上下する。花咲き乱れ
る牧草地、雪山、山あいの渓谷など変化に　富んだ風景が楽しめ
ます。夏は早めの予約が必要。他に「ベルニナ特急」や「ブリュ
ニックパノラマ特急」など。
■女性にお勧め　スイス「チョコレート・トレイン」
山と湖の美しい風景に囲まれ、チョコレートとチーズ工場へ。車
体は1915年製「プルマンベル　エポック号」。モントルーとグリ
ュイエール間を夏から秋にかけて毎週水曜と金曜運行

街から街へ、広大なヨーロッパの大地を走る「JALユーロエクスプ
レス」。車内では日本語で各都市をご案内。ゆったりとしたシートで
寛ぎながら、車窓を流れる美しい風景をお楽しみください。
曜日による出発。
■イタリアルート
ミラノ～ベネチア間、ベネチア～フィレンツェ間、フィレンツェ
～ローマ間
■スペインルート
セビリア～グラナダ間、コルドバ～グラナダ間、グラナダ～マル
ベーリャ間、マルベーリャ～セビリア間
■ドイツ・オーストリア・チェコ・ハンガリー
フランクフルト→ローテンブルク→ミュンヘン→フランクフルト、
ミュンヘン～ノイシュバンシュタイン城（日帰り）、ミュンヘン→
ザルツブルク、ザルツブルク～ザルツカンマーグート（日帰り）、
ウィーン～ザルツブルク、ウィーン～プラハ、ウィーン～ブダペ
スト

■由緒あるホテルに泊る
スペインはパラドール、ポルトガルはポサーダ、ドイツやフラン
スでは古城ホテル。かつて領主が住んでいた城館、要塞や修道院
など歴史的建造物を改造し、ホテルとして設備の整った宿泊施設
となっています。3ツ星から5つ星クラスまで。建物と伝統工芸が
歴史を感じさせてくれる、そしてレストランの郷土料理とハウス
ワインも美味。

目的や構成メンバーのごご要要望望ににそそっったた旅旅づづくく
りりをお手伝いします。プロの目からみたプラン作成と
手配、親切な情報提供があってこそ、安心して出発で
きる旅となります。世世界界中中ででたただだひひととつつししかか
なないい旅旅を。私たちはお手伝いいたします。
●こんなことができます。

◎格安航空券手配

訪問都市に応じて、経済的に、効率的に

◎ホテル手配　ご予算、立地条件、快適性など

◎現地ガイド、通訳、空港までの送迎、車の手配。

夜おそい空港着のときなどは特に安心。

◎現地発の日本語観光バスご紹介　

◎コンサートやオペラ、ミュージカルなど音楽会の

チケット手配

◎鉄道パス、国別・都市別パスの手配

ヨーロッパ、アメリカ、中国、オセアニア、アジア‥‥

と多多方方面面ににわわたたっってて手手配配いたします。
●ご相談にあたって下記の点をお知らせください。

１）出発日、帰国日

２）訪問国・都市、滞在希望日数

３）旅の目的・テーマ　希望する手配

４）ご予算
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小
泉
首
相
の
公
式
参
拝
に
は
内
外

か
ら
強
い
反
対
が
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
靖
国
神
社
は
ど
ん
な
神
社
な
の
か

と
一
度
は
訪
ね
て
み
た
い
と
関
心
が

強
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
靖
国

神
社
の
歴
史
だ
け
で
は
な
く
「
富
国

徴
兵
保
険
相
互
会
社
」（
現
在
の
フ

コ
ク
生
命
）
が
寄
贈
し
た
「
大
灯
籠
」

秘
話
や
「
軍
用
馬
・
軍
用
犬
」
物
語

を
ご
説
明
し
な
が
ら
「
明
治
・
大

正
・
昭
和
」
と
ア
ジ
ア
を
侵
略
し
た

戦
争
八
〇
年
の
歴
史
を
見
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
二
〇
世
紀
に

二
つ
の
世
界
大
戦
を
体
験
し
た
国
際

社
会
は
憲
法
九
条
と
い
う
「
宝
物
」

を
日
本
に
贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
「
宝
物
」
み
ん
な
で
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
と
訴
え
て
い
ま
す
。

市
ヶ
谷
台
は
尾
張
徳
川
家
上
屋
敷

跡
で
戊
辰
戦
争
で
官
軍
江
戸
城
総
攻

撃
の
砲
撃
陣
地
と
な
り
そ
の
後
明
治

政
府
に
よ
っ
て
陸
軍
士
官
学
校
に
、

中
屋
敷
が
陸
軍
経
理
学
校
、
ま
た
下

屋
敷
が
陸
軍
戸
山
学
校
、
陸
軍
軍
医

学
校
、
陸
軍
防
疫
研
究
室
な
ど
の
軍

施
設
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

広
大
な
大
名
屋
敷
が
あ
り
、
交
通
が

便
利
だ
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
す

が
、
水
戸
徳
川
家
上
屋
敷
跡
に
陸
軍

砲
兵
工
廠
（
現
在
の
東
京
ド
ー
ム
）

が
で
き
た
の
も
同
じ
理
由
か
ら
で
す
。

新
宿
平
和
委
員
会
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
「
葵
か
ら
菊
へ
」

の
題
名
は
徳
川
家

屋
敷
か
ら
天
皇
の

軍
隊
施
設
に
と
い
う
意
味
で
す
。
太

平
洋
戦
争
中
は
大
本
営
陸
軍
部
、
陸

軍
参
謀
本
部
が
三
宅
坂
か
ら
移
転
し

て
き
て
戦
争
遂
行
の
中
枢
と
な
り
ま

し
た
。

敗
戦
後
は
陸
軍
士
官
学
校
一
号
館

講
堂
が
極
東
軍
事
裁
判
法
廷
と
な

り
、
そ
こ
で
七
人
の
Ａ
級
戦
犯
が
死

刑
と
な
り
ま
し
た
。
講
和
条
約
後
は

陸
上
自
衛
隊
市
ヶ
谷
基
地
と
な
り
ま

し
た
が
、
政
府
は
陸
上
自
衛
隊
第
三

二
普
通
科
連
隊
を
大
宮
に
移
転
さ
せ

た
後
に
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
電
波
通

信
塔
、
地
下
四
階
の
日
米
合
同
指
揮

所
等
が
あ
る
新
防
衛
庁
を
新
築
し
た

の
で
す
。
士
官
学
校
一
号
館
講
堂
は

一
部
保
存
さ
れ
「
市
ヶ
谷
記
念
館
」

と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
立
感
染
症
研
究
所
の
建
物
を
建

設
中
約
一
〇
〇
体
の
「
人
骨
」
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
国
は
新
宿
区
に
焼

骨
・
埋
葬
を
押
し
つ
け
、
闇
に
葬
り

去
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
中
国
人
七

三
一
部
隊
犠
牲
者
の
遺
族
や
市
民
運

動
に
よ
っ
て
「
戦
争
に
関
係
す
る
人

骨
」
で
あ
る
こ
と
を
や
っ
と
認
め
、

あ
る
葬
儀
社
に
預
け
て
あ
っ
た
「
人

骨
」
を
同
研
究
所
内
に
保
管
施
設
を

つ
く
っ
て
収
納
し
ま
し
た
。

ハ
ル
ピ
ン
の
「
侵
華
日
軍
第
七
三

一
部
隊
罪
証
陳
列
館
」
が
あ
る
平
房

区
と
軍
医
学
校
が
あ
っ
た
新
宿
区
と

の
市
民
の
絆
を
強
め
る
た
め
に
一
昨

年
、
昨
年
と
二
回
続
け
て
訪
問
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
日
中
国
交
回

復
三
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も

あ
り
ま
す
の
で
「
九
・
一
八
日
中
不

再
戦
平
和
大
交
流
の
つ
ど
い
」
を
平

房
区
で
行
う
た
め
に
平
和
の
旅
第
三

弾
を
企
画
し
訪
中
団
を
今
募
集
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
新
宿
の
戦
争
遺
跡
の
本

質
に
迫
る
感
想
文
が
日
本
母
親
大
会

分
科
会
ツ
ア
ー
の
参
加
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
恐
る
べ
き
権
力
を
持
っ
て
い
た
者

ど
も
の
拠
点
を
訪
れ
、
見
極
め
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
歓
迎
す
べ
き
内

容
で
し
た
。
新
宿
の
持
つ
日
本
に
刻

ん
だ
歴
史
の
顔
が
改
め
て
胸
に
迫
り

ま
し
た
。
防
衛
庁
の
偉
容
は
決
し
て

許
し
て
は
な
ら
な
い
姿
で
あ
り
、
あ

の
姿
を
消
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」

新防衛庁前での説明（右が長谷川順一氏）

＜Ａコース＞　9月13日発　大連・瀋陽（撫順市・平頂山）・ハルビン　8日間

＜Ｂコース＞　9月15日発　ハルビン・瀋陽　6日間

＜Ｃコース＞　9月14日発　大連・瀋陽・ハルビン・北京　8日間

◎平頂山は撫順市郊外にあります。1932年9月16日に日本軍による村民大虐殺が行な

われました。

◎ハルビン市平房区にある731部隊罪証陳列館で日中不再戦平和交流集会に参加して中

国人民と平和の交流を深めます。

＜企画・お問い合わせ＞

日中不再戦平和交流訪中団実行委員会　長谷川オフィス

TEL＆FAX：03－3268－1993

E-mail：hagw@circus.ocn.ne.jp

●詳細は富士国際旅行社　担当：小形・高野まで

日中国交回復30周年記念イベント
9・16平頂山事件70周年記念行事に参加

9・18ハルビン市第731部隊跡地での交流集会に参加

長
谷
川
順
一
氏

元
新
宿
区
議
会
議
員
。
現
在
、
新
宿
平

和
委
員
会
会
長
。

◎主催：新宿平和委員会　

◎講師：長谷川順一　松田修次　綿貫洋一

◎日時：2002年5月11日（土）雨天決行

・全行程約6km、軽装でご参加下さい。

・費用など詳細はお問合せください。

■愛国婦人会発祥の地→靖国神社・遊就館見学→江戸資料散歩コーナー見学→防衛庁（陸

軍士官学校跡・大本営陸軍部跡・東京裁判法廷跡）→陸軍経理学校跡（東京女子医大病

院）→陸軍軍医学校跡（人骨発見場所）・防疫研究室跡・陸軍戸山学校跡・陸軍軍楽学

校跡（国立感染症研究所・人骨保管施設・国立国際医療センター・戸山ハイツ）→関東

軍第731部隊長石井四郎自宅跡　【注】防衛庁は正門前での説明です。

＜お申し込み＞　新宿平和委員会

TEL＆FAX03－3268－1993 E-mail：hagw@circus.ocn.ne.jp
●上記、ツアーを実施したい方は、富士国際旅行社・太田まで

東
京
都
庁
と
超
高
層
ビ
ル
群
そ
し
て
日
本
一
の
繁
華
街
・
歌
舞
伎
町
が
あ
る
「
新
宿
」
に
は
知
ら
れ
ざ
る
も
う
一
つ
の
顔
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
か
つ
て
の
「
軍
都
新
宿
」
で
す
。
新
宿
の
戦
争
遺
跡
平
和
ガ
イ
ド
の
長
谷
川
順
一
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。戸山学校に隣接した軍医学校跡地から

見つかった人骨

江戸切絵図　新宿区教育委員会（「地図で見る新宿区の移り変わり」より抜粋）

徳川下屋敷から陸軍戸山学校へ。
現在は都民の手に戻った箱根山

徳
川
御
三
家
筆
頭
の
尾
張
候
上
屋
敷
か
ら
、
そ
の
後
は
陸
軍
士

官
学
校
、
大
本
営
へ
。
敗
戦
後
は
東
京
裁
判
が
行
わ
れ
、
自
衛

隊
市
ヶ
谷
駐
屯
地
か
ら
旧
陸
軍
の
メ
ッ
カ
に
よ
み
が
え
る
日
本

の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
（
新
防
衛
庁
）
・
写
真
左

●
現在の靖国通り

現
在
の
防
衛
庁

●
現在のJR市ヶ谷駅

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

●



2002年4月1日（４） いい旅いい仲間 第18号　

本
当
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
を
学
び
た
い

福
山
障
害
者
問
題
基
礎
講
座
は
、

私
た
ち
障
害
者
を
も
つ
人
た
ち
の
療

育
・
教
育
・
福
祉
に
携
わ
る
者
た
ち

が
、
自
分
た
ち
の
理
論
的
・
実
践
的

な
力
量
を
つ
け
る
た
め
に
学
習
し
よ

う
と
、
自
主
的
な
学
習
会
と
し
て
一

九
八
二
年
に
出
発
し
ま
し
た
。以
来
、

毎
月
二
回
の
定
例
学
習
会
と
講
師
を

迎
え
て
の
講
演
会
＋
実
践
レ
ポ
ー
ト

の
討
論
会
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
二

十
年
間
、学
習
を
積
み
重
ね
て
お
り
、

福
山
で
は
一
定
の
市
民
権
を
持
ち
え

た
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
『
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
障
害
者
福
祉
を
学
ぶ
旅
』
の

テ
ー
マ
は
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
理
念
と
実
際
を
見
る
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
の
学
習
は
一
九

九
七
年
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。
日
本

の
福
祉
は
、“
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
”
と
い
う
名
の
も
と
に
、
何
の

手
だ
て
も
援
助
も
な
く
地
域
社
会
に

放
り
出
さ
れ
る
、
と
い
う
安
上
が
り

の
福
祉
の
方
向
に
行
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
こ
れ
で
本
当
に
障
害
を

も
っ
た
人
が
人
と
し
て
尊
ば
れ
、
豊

か
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
保
障
さ
れ

る
社
会
が
作
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
思
い
を
強
く
し
た
の
で
し

た
。
そ
し
て
“
本
当
の
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？
”

“
発
祥
の

地
で
あ
る
北
欧
で
は
、
そ
の
理
念
は

今
ど
う
発
展
し
て
い
る
の
か
”

“ま
た
、
そ
れ
は
実
際
に
は
、
ど
う

具
現
化
し
て
い
る
の
か
”

“
是
非
、

見
た
い
、
学
び
た
い
”
と
い
う
思
い

が
募
っ
て
き
た
の
で
し
た
。
北
欧
へ

行
き
た
い
、
と
い
う
思
い
が
ふ
く
ら

ん
で
き
た
の
で
、
ま
ず
下
見
に
行
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

福
祉
の
旅
に
参
加

『
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

福
祉
の
旅
（
三
月
十
八
日
〜
二
十
五

日
）』
に
三
名
で
参
加
し
（
そ
れ
は

高
齢
者
福
祉
視
察
だ
っ
た
の
で
す

が
）、
北
欧
の
福
祉
の
発
達
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

民
主
主
義
が
高
度
に
進
む
と
こ
ん
な

社
会
に
な
る
の

か
！
！
　
と
い
う
感

動
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
み
ん
な
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
、

旅
を
是
非
実
現
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

帰
国
し
て
み
ん
な
に

報
告
す
る
中
で
、
行

く
こ
と
が
決
定
。
今

後
は
も
っ
と
細
か
い

下
見
と
打
ち
合
わ
せ

を
目
的
に
『
子
ど

も
・
障
害
者
・
高
齢
者
・
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
制
度
　
北
欧
の
旅
（
八
月
二
十

日
〜
二
十
八
日
）』
に
参
加
し
ま
し

た
。旅

の
時
期
は
、
十
二
月
三
十
日
〜

一
月
六
日
と
、
す
で
に
決
め
て
い
ま

し
た
が
、
北
欧
で
は
国
全
体
が
休
暇

に
入
っ
て
い
る
時
期
な
の
で
、
果
た

し
て
受
け
入
れ
る
施
設
が
あ
る
か
ど

う
か
不
安
で
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
で

は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
県
の
障
害
者
担

当
者
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
元
社

会
保
険
庁
と
市
の
社
会
福
祉
局
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
連
携
し
て
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回
の
旅
を

成
功
さ
せ
た
大
き
な
要
因
で
し
た
。

自
分
た
ち
が
作
っ
た
旅
で

大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た

今
回
の
旅
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
、当
初
行
く
と
い
っ
て
い
た
人
が
、

家
族
が
急
病
に
な
っ
た
り
、
ど
う
し

て
も
仕
事
の
都
合
が
つ
か
な
か
っ
た

り
し
て
参
加
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
九
月
十
一
日
の
ア
メ
リ
カ
で

の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
影
響
で
、

ま
た
二
名
取
り
や
め
と
な
り
、
予
定

の
人
数
よ
り
減
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
中
止
を
す
る
こ
と
は
考
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
富
士
国
際
旅
行
社

の
方
の
勧
め
も
あ
り
、
広
告
を
出
し

て
参
加
者
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
東
京
、
愛
知
、
島
根

の
各
地
か
ら
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

“旅
へ
の
お
誘
い
”
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
特
に
『
自
閉
症

の
子
を
も
つ
親
と
の
懇
談
』
が
、
参

加
を
決
め
る
要
因
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
国
は
違
っ
て
も
同
じ
親
と
し
て

の
立
場
を
知
り
た
い
、
わ
か
り
合
い

た
い
と
い
う
気
持
ち
、
福
祉
の
進
ん

だ
国
で
障
害
を
持
つ
子
を
育
て
て
い

る
親
の
気
持
ち
を
知
り
た
い
、
と
い

う
私
た
ち
の
思
い
は
、
私
た
ち
だ
け

で
な
く
、
広
く
共
通
し
た
思
い
な
ん

だ
な
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。今

回
、
旅
を
主
催
し
て
よ
か
っ
た

の
は
、自
分
た
ち
が
学
び
た
い
こ
と
、

見
た
い
こ
と
を
絞
っ
て
行
く
事
が
で

き
た
事
が
一
番
大
き
い
で
す
。ま
た
、

報
告
集
を
つ
く
り
、
報
告
会
を
行
な

っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
を
一
人
で
は
な

く
、
集
団
と
し
て
で
き
た
こ
と
が
、

各
人
の
力
量
を
高
め
、
集
団
の
質
を

高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
大
き
な
成
果
で
す
。
そ
し
て
、
何

よ
り
、
自
分
た
ち
の
旅
を
作
る
の
は

楽
し
い
！
！
　
み
ん
な
で
相
談
し
な

が
ら
作
り
上
げ
て
い
く
の
は
、
も
う

そ
の
過
程
か
ら
旅
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。講

演
会
実
現
に
向
け
て

報
告
集
を
作
る
過
程
で
、
い
ろ
ん

な
問
い
合
わ
せ
を
ハ
ル
ム
ス
タ
ッ
ド

市
に
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
レ
ク

チ
ャ
ー
を
し
て
下
さ
っ
た
方
で
、
ハ

ル
ム
ス
タ
ッ
ド
市
の
社
会
福
祉
局
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
市
の
障
害
者
プ
ロ

グ
ラ
ム
委
員
会
委
員
長
の
ス
テ
ラ

ン
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
が
日
本
に

来
た
い
と
言
っ
て
い
る
、
と
い
う
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ル
ム
ス
タ
ッ

ド
市
の
障
害
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国

連
の
基
準
（
Ｕ
Ｎ
・
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
）
に
の
っ
と
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
市
の
政
策
と
し

て
と
り
あ
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
内
の
賞
を
受

け
て
い
ま
す
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

三
年
毎
に
見
直
し
作
成
さ
れ
、
二
〇

〇
七
年
に
全
て
が
完
成
し
ま
す
。
こ

の
年
は
、
ハ
ル
ム
ス
タ
ッ
ド
市
、
市

制
七
〇
〇
年
祭
の
年
で
、
市
内
の
環

境
整
備
が
全
て
終
了
す
る
予
定
で

す
。

福
山
障
害
者
問
題
基
礎
講
座
で
は
、

ス
テ
ラ
ン
さ
ん
の
要
請
を
受
け
て
、

日
本
で
の
受
け
入
れ
体
制
を
作
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
で
講
演
会

や
交
流
会
を
し
た
い
と
い
う
の
が
、

彼
の
意
向
で
す
。
現
在
、
福
山
で
は

三
ヶ
所
で
の
講
演
を
考
え
て
い
ま

す
。
も
し
、
ス
テ
ラ
ン
さ
ん
の
講
演

会
を
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
が

あ
り
ま
し
た
ら
連
絡
下
さ
い
。

福
山
障
害
者
問
題
基
礎
講
座
・
主
催 

『
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
障
害
者
福
祉
を
学
ぶ
旅
』
を
終
え
て 

福
山
障
害
者
問
題
基
礎
講
座
事
務
局
長
　
中
川
恵
子

8月6日～17日　12日間　595,000円

東欧革命から10年余、ヨーロッパ統合を肌で感じる
★アンネの家とレジスタンス抵抗運動を見学
★ナチスの爪痕・アウシュビッツ収容所見学と専門家のレク
チャー。リディツェ村で生存者との懇談予定。
★サラエボ事件の犯人が投獄したチェコ・テレジン収容所、
ナチスによって絶滅した悲劇のリディツェ村訪問、ハンガリ
ー動乱、プラハの春の舞台へも
①成田発、オランダへ②午前：アムステルダム市内見学＝アン
ネの隠れ家、レジスタンス博物館 午後：チェコへ。着後：プ
ラハ市内見学＝プラハ城③午前：テレジン収容所＝収容棟、独
房　午後：ナチスによって絶滅したリディツェ村訪問＝博物
館、生存者との懇談④終日：自由行動＝eコノビシュテ城と
ターボルへの終日小旅行⑤午前：ポーランドへ　着後：ワルシ
ャワ市内見学＝ワルシャワ蜂起記念碑、ゲットー記念碑、歴史
博物館⑥午前：クラクフへ　午後：クラクフ市内見学＝バベル
城、市場広場　夜：民族舞踏の夕べ⑦終日：アウシュビッツ強
制収容所見学＝焼却炉、ガス室、前館長のレクチャー、国際青
年センターにて青年と交流、ビルケナウ収容所⑧午前：自由行
動　午後：空路ハンガリーへ⑨午前：ブダペスト市内見学＝漁
夫の砦、国会議事堂　午後：ドナウベントへの半日小旅行＝エ
ステルゴム大聖堂　夜：ドナウ川遊覧とディナー⑩終日：自由
行動eオーストリアとの国境ショプロンへの終日小旅行⑪午
前：帰国の途へ⑫東京・成田着

7月28日～8月6日　10日間　497,000円

運河の町アムステルダムと「フランダースの犬」や「ガ
リア戦記」の舞台へ
★オランダの障害児福祉施設を訪問し、福祉・教育・職業訓
練について懇談・視察
★教育関係者との懇談あるいはサマーキャンプを訪問
★中世の町を再現したかのようなベルギーのブルージュ、
シーザーのガリア戦記の舞台ナミュールや森と渓谷の丘陵
など変化に富んだ美しい自然を有するアルデンヌ地方

8月9日～8月18日　10日間　499,000円

中世の息吹を今なお残す東欧圏2カ国で平和と文化・音
楽にふれるポーランド・チェコ
★第二次大戦の破壊を免れた古都クラクフ、中世の街並みを
残す「百塔の街」プラハ、世界文化遺産に登録された南ボヘ
ミア地方のチェスキークロムロフと宗教改革運動「フス運動」
の拠点ターボル
★ドヴォルザーク、スメタナゆかりのプラハでの音楽鑑賞や
ブルダバ川でのディナークルーズも楽しみの１つ

7月28日～8月6日　10日間　497,000円

注目を集めるデンマークの福祉施策を見聞しつつ、「豊か
な緑」を残す北欧2ヶ国をゆったり訪問。
★「誕生から死まで」。民間に業務を委託しないデンマークの
福祉を高齢者施設訪問・懇談・交流
★ゆったり3都市2～3連泊。アンデルセンの故郷オーデンセ
への終日オプショナルツアーも楽しみ
★フィヨルドの町に3連泊。氷河の侵食によって形成された神
秘の大地フィヨルドを終日船で探訪。断崖・絶壁からフィヨ
ルドを眺めるプレーストーンへも

8月9日～8月18日　10日間　315,000円

「三国志」「ワイルドスワン」の舞台となった成都と原始
林に囲まれた九寨溝・悠久の歴史をきざむ古都西安訪問
★成都で三国志の歴史と本場中国の四川料理を満喫
★岷山山脈の主峰・雪峰頂の北麓に展開する3400以上もの水景
群と原始林に囲まれた114の湖の秘境・九寨溝の大自然を満喫
★数少ない城壁に囲まれた中国の歴史を代表する町・西安で秦の始
皇帝陵、兵馬俑抗博物館を見学
★西安で教育関係者との懇談も。名物料理・餃子づくしの夕べなど

東京都教職員組合企画ですが、どなたでもご参加いただけます

オランダ・ポーランド・チェコ・ハンガリー

ベネルクス2カ国・オダンダとベルギー3都市 北欧の福祉と大地の神秘フィヨルドを探訪

アジアで平和と教育を考え、秘境の大自然を見学史実を伝えるアウシュビッツ、プラハと世界遺産の町々へ

右から２人目が事務局長の中川恵子さん

中
川
恵
子
　

広
島
県
福
山
市
草
戸
町
１
６
１
３

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

０
８
４
（
９
５
１
）
２
６
９
０

連絡先

INFORMATIONお 知 ら せ
「こんな旅がしてみたい賞」
新年号で公募いたしました当企画は、

本紙が皆様のお手元に届いてから締切
日までわずか1ヶ月ほどしかなく、また
旅行のテーマと実施期間についても6月
から11月になっておりましたため、東
南アジアや南半球を切り捨ててしまう
結果になってしまいました。そのため
お問合せ・ご応募とも少なく、今回は
企画発表にいたりませんでした。
次号（9月1日付）であらためて公募

内容を鮮明にして、募集いたします。
今回ご応募いただきました企画は、次
回に継続させていただきます。
何卒ご容赦くださいますようお願い申
し上げます。

取締役営業部部長　木庭光雄
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ル
ー
マ
ニ
ア
に
は
二
十
九
の
ユ

ネ
ス
コ
世
界
遺
産
が
あ
り
、
七
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
ル
ー
マ
ニ
ア
正
教
に
ち

な
ん
だ
遺
産
が
多
い
の
で
す
が
、
旧

ソ
連
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
方
（
現
在
の

モ
ル
ド
バ
共
和
国
）
と
国
境
を
接
す

る
ブ
コ
ビ
ナ
地
方
に
は
外
壁
を
埋
め

尽
く
し
た
フ
レ
ス
コ
画
の
残
る
修
道

院
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
マ
ラ
ム

レ
シ
ュ
地
方
独
特
の
木
造
の
「
木
の

教
会
」
で
す
。
ど
う
し
て
教
会
が
木

で
で
き
て
い
る
か
、
そ
れ
は
ハ
ン
ガ

リ
ー
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
時
代

に
支
配
者
は
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
の

で
、
同
じ
石
で
教
会
を
造
る
の
を
禁

じ
た
た
め
だ
っ
た
の
で
す
。
特
徴
は

屋
根
が
と
て
も
急
勾
配
で
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
こ
の
地
方
の
冬
は
雪

が
多
い
の
で
、
そ
の
重
さ
で
屋
根
が

つ
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
ま
た
、
木
彫
り
も
す
ば

ら
し
い
で
す
。
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の

遺
跡
サ
ル
ミ
セ
ジ
ェ
ド
ゥ
ザ
も
世
界

遺
産
で
す
。
カ
ル
パ
チ
ア
山
脈
に
囲

ま
れ
た
ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
地
方
に

は
ド
イ
ツ
系
の
ル
ー
マ
ニ
ア
人
が
中

世
に
建
て
た
要
塞
や
町
で
七
ヶ
所
の

世
界
遺
産
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
地
方
の
シ

ギ
シ
ョ
ア
ラ
と
い
う
中
世
か
ら
の
街

に
は
伝
説
の
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
実
家
が

あ
り
ま
す
。

シ
ギ
シ
ョ
ア
ラ
の
街
の
中
心
は

中
世
の
ま
ま
に
保
存
さ
れ
て
い
て
、

教
会
の
時
計
塔
か
ら
見
下
ろ
す
景
色

は
ど
こ
ま
で
も
続
く
丘
と
素
朴
な
民

家
が
見
渡
せ
、
抜
群
の
眺
め
で
す
。

こ
の
時
計
塔
の
近
く
に
ド
ラ
キ
ュ
ラ

伝
説
を
生
ん
だ
ワ
ラ
キ
ア
公
ヴ
ラ
ド

の
生
家
が
あ
り
、
ヴ
ラ
ド
・
ド
ラ
ク

ル
と
い
う
人
が
幽
閉
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ド
ラ
キ
ュ
ラ
は
吸
血
鬼
だ

っ
た
な
ん
て
話
を
聞
く
と
私
た
ち
は

笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。と
い
う
の
は
、

彼
は
英
雄
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
昔
、

オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
が
こ
こ
を
攻
め
て

き
た
と
き
に
撃
墜
し
た
人
で
す
。
彼

が
悪
人
や
侵
略
者
を
木
の
杭
で
串
刺

し
に
し
た
と
い
う
こ
と
が
古
い
文
書

に
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
イ
ギ
リ

ス
人
の
作
家
が
ヒ
ン
ト
を
得
て
吸
血

鬼
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

首
都
ブ
カ
レ
ス

ト
や
石
油
化
学
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
の
あ
っ
た

リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
は
破

壊
さ
れ
ま
し
た
が
、

田
舎
の
ほ
う
は
大
丈

夫
で
し
た
。

約
八
千
人
で
す
。
ル
ー
マ
ニ
ア

の
一
番
い
い
季
節
は
五
月
か
ら
十
月

で
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は

自
然
の
と
て
も
豊
か
な
国
で
す
。

海
か
ら
山
ま
で
な
ん
で
も
あ
り
ま

す
。
ド
イ
ツ
か
ら
流
れ
て
き
て
黒
海

ま
で
そ
そ
い
で
い
る
ド
ナ
ウ
川
の
河

口
・
ド
ナ
ウ
デ
ル
タ
は
世
界
自
然
遺

産
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
野
生
生
物
、
と
く
に
鳥
類
は
た

く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
よ
。
ペ
リ
カ
ン

な
ん
か
も
ね
。
漁
師
た
ち
は
そ
こ
で

魚
捕
り
を
し
て
い
ま
す
。
二
年
ぐ
ら

い
前
に
ド
ナ
ウ
川
の
支
流
テ
ィ
サ
川

で
汚
染
が
あ
り
、
そ
の
影
響
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
問
題
な
い
で
す
。

ト
ゥ
ル
チ
ャ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出

発
し
て
デ
ル
タ
地
帯
を
回
っ
て
野
生

動
物
を
み
た
り
、
魚
捕
り
を
み
た
り

す
る
一
日
ク
ル
ー
ズ
も
あ
り
ま
す

よ
。独

裁
国
家
か
ら
自
由
主
義
に
変

わ
っ
て
市
場
も
自
由
に
な
り
、
い
ろ

ん
な
も
の
が
外
国
か
ら
入
っ
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
都
会
の

生
活
が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
か
つ
て

は
お
金
を
持
っ
て
い
て
も
物
が
な
か

っ
た
が
、
今
で
は
物
は
あ
ふ
れ
て
い

る
け
れ
ど
買
え
な
い
こ
と
も
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
貧
富
の
差
も
で
て

き
て
い
ま
す
。
平
均
賃
金
は
西
欧
と

く
ら
べ
て
低
い
で
す
ね
。
失
業
率
も

八
％
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

ル
ー
マ
ニ
ア
で
も
サ
ッ
カ
ー
、

み
ん
な
好
き
で
す
よ
。
特
に
男
性
は

ね
。
政
治
問
題
な
ど
も
よ
く
話
し
ま

す
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
人
は
家
族
を
と

て
も
大
切
に
し
ま
す
。
同
じ
町
に
住

ん
で
、
誕
生
日
や
ク
リ
ス
マ
ス
、
イ

ー
ス
タ
ー
な
ど
み
ん
な
で
集
ま
っ
て

祝
い
ま
す
。

ル
ー
マ
ニ
ア
の
田
舎
へ
の
旅
行

は
今
、
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

農
村
滞
在
ツ
ア
ー
と
い
う
の
も
あ
り

ま
す
。
昔
の
ま
ま
の
生
活
を
送
っ
て

い
る
村
を
訪
れ
、
羊
の
毛
か
ら
糸
を

つ
む
い
だ
り
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
織
り
を

体
験
し
た
り
、チ
ー
ズ
を
作
っ
た
り
。

農
作
業
の
好
き
な
人
は
馬
車
に
乗
っ

て
畑
に
で
か
け
、
草
刈
り
や
野
菜
を

取
っ
た
り
と
時
期
に
あ
わ
せ
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
土
器
や
彫
刻
の
職
人

の
工
房
を
訪
ね
た
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
田
舎
の
結
婚
式
は
と
て
も

お
も
し
ろ
い
で
す
。
教
会
で
式
を
あ

げ
て
か
ら
、
友
人
、
親
類
、
村
中
の

人
を
あ
げ
て
披
露
宴
を
開
き
、
食
べ

て
踊
っ
て
一
晩
中
騒
ぎ
ま
す
。

北
の
ほ
う
の
マ
ラ
ム
レ
シ
ュ
地

方
は
古
く
か
ら
の
伝
統
が
残
っ
て
い

て
、
今
で
も
民
族
衣
装
を
着
て
生
活

し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
モ
ル
ド

バ
・
ブ
コ
ビ
ナ
地
方
に
は
世
界
遺
産

に
指
定
さ
れ
た
修
道
院
が
あ
り
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
系
の
人
達
が
住
ん
で
い
る

シ
ッ
ク
村
や
メ
ラ
村
な
ど
で
は
い
ろ

ん
な
民
芸
品
が
あ
っ
て
楽
し
め
ま

す
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
国
境
の
近
く

に
は
温
泉
も
あ
り
ま
す
よ
。
本
州
と

四
国
を
あ
わ
せ
た
ぐ
ら
い
の
小
さ
な

国
で
す
が
、
す
ば
ら
し
い
自
然
と
文

化
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
蜂
蜜
、

純
度
の
高
い
プ
ロ
ポ
リ
ス
、
若
返
り

の
薬
ジ
ュ
ロ
ビ
タ
ル
の
ク
リ
ー
ム
や

シ
ャ
ン
プ
ー
、
そ
れ
か
ら
手
作
り
の

刺
繍
の
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど
民
芸
品
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
来
て
み
て
く

だ
さ
い
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
よ
り
）

も
と
も
と
は
電
子
工
学
の
技
術
者
だ

っ
た
と
い
う
シ
ェ
ル
バ
ン
さ
ん
。
電
子

工
学
を
学
ん
で
い
る
う
ち
に
日
本
語
を

学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
二
十
九
歳
で
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
緑
の
美
し
い
季
節
に

訪
ね
て
み
た
い
も
の
で
す
。

ルーマニア

政
府
観
光
局
こ
ん
に
ち
は

戦争と平和・真実は何か1937南京を検証

7月31日（水）～8月27日（水）258,000円　
8月21日（水）～8月28日（水）248,000円
9月18日（水）～9月25日（水）240,000円

上海②→南京①→西安②→北京②
★南京大虐殺紀念館見学はもちろん、証言者
のお話も伺い、日本軍の蛮行を自分の目・耳
で、確かめます。

証言731部隊と平頂山事件

7月31日（水）～8月27日（水）258,000円　
8月21日（水）～8月28日（水）250,000円
9月18日（水）～9月25日（水）250,000円

北京②→ハルピン②→瀋陽②→北京①
★731部隊で何が行われていたか。証言者の
お話を伺って日本軍の犯した事実を再確認し
ます。
★満州事変勃発の地、柳条湖も訪れます。

四川・雲南の自然と文化遺産を訪ねる

7月29日（月）～18月27日（水）320,000円
8月19日（月）～18月28日（水）328,000円
9月23日（月）～10月22日（水）328,000円

成都①→松潘①→九寨溝②→茂県①
→昆明①→中甸①→麗江②
★四川省の北辺の秘境。石灰棚の奇観が忽然と
姿を現し「人類遥籃の地」の伝説を持つ黄龍と
翡翠の如き瀑布の地に九つのチベット族が静か
に佇む「夢幻仙境・童話の世界」九寨溝。

高原の草原と民族文化の宝庫

17月31日（水）～18月18日（木）238,000円
18月21日（水）～18月29日（木）238,000円
10月12日（水）～10月10日（木）225,000円

昆明②→中甸②→麗江②→大理②
★澄み切った青空に標高5596ｍの玉龍雪山を望
む世界遺産の古都にナシ族が住む「高原の蘇州」
麗江で旧市街の石畳を歩けば写真館や漢方薬、雑
貨店など麗江の暮らしにふれることもできます。

見渡す限りの棚田と多彩な文化にふれる

17月31日（水）～18月28日（木）238,000円
18月21日（水）～18月29日（木）238,000円
10月22日（水）～10月10日（木）225,000円

昆明②→建水②→元陽①→麗江②→昆明①
★元・明・清時代の古寺や建物の残る街「建
水」で２泊して、街から約30キロの場所に
ある燕子祠。この名前の由来でもある燕がた
くさんの巣を作っていることでも有名。

世界遺産を歩く

7月17日（水）～7月24日（水）238,000円
8月17日（水）～8月11日（水）238,000円
9月11日（水）～9月18日（水）228,000円

北京①→太原②→承徳②→北京①
★明時代に造られた城壁で囲まれた街、世界
文化遺産の町「平遙古城」。現在も完全な形
で城壁が残された明時代の、のどかな街並み
が残されています。

山水画の世界を歩く

7月30日（火）～8月25日（月）218,000円
8月22日（木）～8月28日（水）225,000円
9月19日（木）～9月25日（水）230,000円

屯渓①→黄山②→屯渓①→上海②
★黄山は、奇松、怪石、雲海で有名な中国十
大風景名勝の一つ。景色はまるで水墨画の世
界を彷彿させます。
★宋時代の古い街並みが残るきゅう県も訪れ
ます。

中国の仙境を行く

7月30日（火）～8月14日（日）218,000円
8月16日（火）～8月11日（日）228,000円
9月13日（火）～9月18日（日）223,000円

張家界市内①→自然保護区②→張家
界①→広州①
★朝に夕に、移り変わる季節ごとに張家界は
さまざまな表情を見せてくれます。ロープウ
ェイが開通し、安心してトレッキングができ
るようになっています。

世界遺産を歩く

7月26日（金）～8月1日（木）245,000円
8月23日（金）～8月29日（木）245,000円

西安②→敦煌②→西安①
★秦始皇帝兵馬俑、楊貴妃ゆかりの華清池な
どロマンあふれる見学地で悠久の歴史を感じ
ていただけます。莫高窟も見学します。

美しき江南の街並み

7月31日（水）～8月6日（火）188,000円
8月21日（水）～8月27日（火）205,000円

上海②→杭州②→紹興①→上海①
★900年の歴史を誇る水郷村「周荘」。ほと
んどが清代に建てられたもので、訪れるもの
をほっとさせてくれます。

行　程

行　程

行　程

行　程

行　程 行　程 行　程

行　程

行　程

行　程

話
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
ル
ー
マ
ニ
ア

国
民
観
光
省
日
本
所
長
Ｍ
ｒ．

シ
ェ
ル
バ

ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
さ
ん
、
来
日
し
て

ま
だ
二
年
半
で
す
が
、
日
本
語
で
イ
タ
ビ

ュ
ー
に
応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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世界遺産を巡る

17月31日（水）～18月16日（火）170,000円
18月20日（火）～18月26日（月）175,000円
19月12日（月）～19月18日（日）175,000円
10月22日（火）～10月28日（月）168,000円

２月、３月　慶州②→儒城②→ソウル①
４月以降　　慶州③→儒城②→ソウル①

＊世界遺産に登録された仏国寺、石窟庵、海印寺、宗廟をじ
っくりと、時間をかけて見学
＊慶州と公州の国立博物館も見学して見聞を深めます

独立運動史と柳寛順の故郷へ

17月30日（火）～18月13日（火）165,000円
18月19日（月）～18月23日（金）168,000円
19月19日（月）～19月13日（金）168,000円
10月17日（月）～10月11日（月）158,000円

２月、３月　利川②→温陽①→ソウル①
４月以降　　温陽②→ソウル②

＊82年の教科書問題をきっかけに設立され、再び注目あびる
韓国独立記念館をしっかり説明付きで見学します。
＊元慰安婦のハルモニたちが共同生活をしているナヌムの家
を訪れ、日本軍慰安婦歴史館をボランティアの案内で見学

新企画　雪岳山ハイキング

17月30日（火）～18月12日（金）150,000円
18月20日（火）～18月23日（金）153,000円
19月24日（火）～19月27日（金）153,000円
10月15日（火）～10月18日（金）147,000円
＊ハイキングブームの韓国で最も人気のある雪岳山に３連泊、
美しい渓谷美を楽しみながらゆったりのんびりハイキング
＊や新羅時代に建てられた乾鳳寺、洛山寺や北朝鮮側の海岸
を一望できる統一展望台など江原道の見どころ満載
＊山菜料理やそば冷麺など風味豊かな地元料理と人気のダッ
カルビなど食の楽しみも！

世界遺産を巡る旅

17月31日（水）～18月16日（火）232,000円
18月21日（水）～18月27日（火）235,000円
19月26日（木）～10月11日（火）235,000円
10月23日（水）～10月29日（火）225,000円

ホーチミン②→フエ①→ホイアン②→機中①
＊日本ともなじみの深い街ホイアン、最後の伝統王朝が花開
いた都フエは２都市ともに町自体が世界遺産。雅なベトナム
文化にふれます。
＊枯葉剤の被害や虐殺、アメリカ軍の武器や戦車など、ベト
ナム戦争の状況を告発する戦争証跡博物館を訪れます。
＊フランス統治時代の面影を色濃く残すホーチミンは、にぎ
やかでかわいらしいお店も多く、女性に人気です。

陶器の村バチャンとベトナム世界遺産ハロン湾へ

17月31日（水）～18月16日（火）234,000円
18月21日（水）～18月27日（火）238,000円
19月26日（木）～10月11日（火）238,000円
10月23日（水）～10月29日（火）210,000円

ホーチミン①→ハノイ①→ハロン湾①→ハノイ①→
ホーチミン①→機中①

＊世界遺産登録の「ハロン湾」の神秘的な風景と、ホーチミ
ンの美しい町並みや活気。首都ハノイの緑が多く落ち着いた
雰囲気など、ベトナムの様々な姿を満喫できるコースです。
＊ハノイでは女性博物館を見学してベトナム戦争時の女性と
しての戦いや少数民族の生活など見学します。

アンコール・ワットと女性自立センター訪問

17月10日（水）～17月16日（火）228,000円
18月21日（水）～18月27日（火）236,000円
19月25日（水）～10月11日（火）240,000円
10月23日（水）～10月29日（火）238,000円

バンコク①→プノンペン②→シェムレアプ
（アンコール遺跡）②→バンコク①

＊カンボジアの女性への支援活動を行なっている「女性自立
センター」を訪問します。
＊カンボジア内戦の傷跡を今に伝える「ツール・スレン博物
館」を見学します。

豊
か
な
水
と
森
林

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
う
国
の
面
積

は
日
本
の
ほ
ぼ
半
分
で
す
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
は
、
熱
帯
季
節
風
帯
に
あ
り
、

太
陽
の
光
と
豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
た

国
で
す
。
気
候
は
一
般
的
に
は
高
温

多
湿
で
、
南
西
の
海
上
か
ら
湿
気
含

ん
だ
季
節
風
が
吹
い
て
く
る
五
月
か

ら
十
月
ま
で
の
雨
季
と
、
北
東
の
大

陸
か
ら
乾
燥
し
た
季
節
風
が
吹
い
て

く
る
十
一
月
か
ら
四
月
ま
で
の
乾
季

と
に
分
か
ら
れ
ま
す
。

メ
コ
ン
河
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
王

宮
の
前
で
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
（
ト
ン

レ
サ
ッ
プ
湖
と
つ
な
が
る
川
）
に
合

流
し
て
い
ま
す
。

総
人
口
の
九
割
が
ク
メ
ー
ル
人

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は
、
自
ら
を
ク

メ
ー
ル
人
と
言
い
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
人
は
オ
ー
ス
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
系
の

人
類
で
、
ビ
ル
マ
南
部
の
モ
ン
族
と

と
も
に
モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
族
を
形
成

し
ま
し
た
。モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
族
は
、

先
史
時
代
か
ら
現
在
の
タ
イ
の
コ
ー

ラ
ッ
ト
高
原
付
近
で
族
長
の
統
率
下

に
農
業
社
会
を
形
成
し
て
い
た
が
、

や
が
て
イ
ン
ド
分
化
の
影
響
を
受
け

て
国
家
を
形
成
し
、
一
世
紀
頃
か
ら

急
速
に
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は
一

般
に
身
長
が
比
較
的
高
く
、
首
が
短

く
、
筋
肉
が
発
達
し
て
い
て
、
が
っ

し
り
し
た
体
つ
き
を
し
て
い
ま
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
六
世
紀
ご
ろ
か
ら
十

二
世
紀
前
半
ま
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で

し
た
。
十
三
世
紀
に
は
大
乗
仏
教
で

し
た
。
こ
の
後
、
現
在
ま
で
小
乗
仏

教
で
、
仏
陀
の
二
二
七
の
訓
戒
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
り
ま
せ
ん
。
フ

ラ
ン
ス
の
植
民
地
時
代
は
長
く
、
約

九
十
年
間
で
何
回
も
ク
メ
ー
ル
文
字

を
変
え
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
教

授
と
学
生
の
反
対
や
デ
モ
、
ス
ト
ラ

イ
キ
な
ど
で
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

暮
ら
し
や
す
い
安
全
な
国

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
っ
と
も
皆
に

知
ら
れ
て
い
る
の
は
ア
ン
コ
ー
ル
・

ワ
ッ
ト
遺
跡
で
す
。カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、

危
険
だ
と
い
う
方
も
い
ま
す
。
約
二

十
年
間
内
戦
が
続
い
て
、
多
く
の

方
々
が
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
を
見

た
く
て
も
、
地
雷
と
治
安
の
問
題
な

ど
で
危
険
を
感
じ
て
い
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
現
在
は
治
安
も
良

く
な
り
ま
し
た
の
で
気
楽
に
お
越
し

下
さ
い
。
地
雷
は
ま
だ
残
っ
て
い
ま

す
が
、
皆
様
が
見
学
す
る
地
域
は
ぜ

ん
ぜ
ん
問
題
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は

六
年
間
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。
一

度
来
た
お
客
様
が
一
年
か
ら
二
年
後

に
ま
た
お
目
に
か
か
り
ま
す
。
こ
の

国
は
自
然
が
観
光
資
源
に
な
っ
て
い

ま
す
。
緑
が
多
く
暮
ら
し
や
す
い
国

で
す
。
多
く
の
日
本
人
が
来
て
暮
ら

し
て
見
た
ら
も
う
日
本
に
帰
り
た
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

人
柄
は
親
切
で
、
子
供
達
の
笑

顔
も
可
愛
い
で
す
。
そ
れ
と
カ
ン

ボ
ジ
ア
と
い
う
国
は
古
い
歴
史
と

文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
旅
行
で
の
お
勧
め
は
、
や
は

り
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
で
す
。
日
本

で
知
ら
れ
て
い
る
ア
ン
コ
ー
ル
・

ワ
ッ
ト
や
ト
ム
以
外
に
も
素
晴
ら

し
い
遺
跡
郡
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
約
八
十
の
遺
跡
が
世
界
遺
産

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
遺

跡
以
外
に
も
東
南
ア
ジ
ア
最
大
の

ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
で
は
水
上
生
活
の

様
子
も
見
る
事
が
で
き
ま
す
。
収
縮

す
る
湖
で
乾
季
と
雨
季
の
大
き
さ
は

違
い
ま
す
が
、
最
大
の
時
は
琵
琶
湖

の
十
倍
に
も
膨
れ
上
が
り
ま
す
。

学
校
建
設
と
教
育
は
重
要

ぜ
ひ
と
も
微
笑
み
の
国
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
へ
お
越
し
下
さ
い
！
。
私
は

日
本
人
を
案
内
で
き
て
、
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
に
な
れ
る
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は

よ
く
考
え
る
と
や
は
り
ガ
イ
ド
に
な

っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
自
ら
の
国
柄
を
紹
介
で
き

る
し
、
毎
日
、
日
本
語
を
使
う
事
が

で
き
る
し
、
お
客
様
か
ら
い
ろ
い
ろ

勉
強
で
き
ま
す
。
も
っ
と
日
本
語
が

上
手
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
達
の
た
め

に
、
地
方
に
小
学
校
を
建
設
し
て
い

る
日
本
人
の
方
々
に
も
多
く
会
っ
て

お
話
し
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も

達
が
も
っ
と
学
校
に
行
け
る
よ
う
に

人
材
教
育
が
で
き
る
よ
う
に
、
私
も

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
出
会
い
や
運
動
が
で
き
る
の
で
、

私
は
ガ
イ
ド
を
続
け
て
い
ま
す
。
も

っ
と
良
い
出
会
い
が
で
き
る
よ
う
に

期
待
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
何
年

後
か
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
日
本
の
よ
う
に

発
展
で
き
る
よ
う
に
日
本
の
皆
さ
ん

応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。日

本
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
、
遺

跡
修
復
や
地
雷
撤
去
や
教
育
を
し
て

い
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
地
雷
一
個
撤
去
で
、
一
つ
の
命

を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
！
で
す
。

わ
た
し
の

カ
ン
ボ
ジ
ア

テ
ー
プ
・
チ
ョ
ウ
リ
ー

マレーシア●マレーシアン・カレーチクン●
（マレーシア風カレー）

藤本了江さんの ふじもとすみえ。家庭科教育
研究家。日本ＡＡＬＡ理事　

（

（

エスニック 料 理

かもがわ出版「家庭でできる　エスニック料理」より

連載 18  回

①鶏肉をひと口に切り、カレー粉大さじ2をま
ぶし、20分くらいおく。
②タマネギはすりおろし、カレー粉大さじ2と
しょうが汁を混ぜる。
③ジャガイモは半分に切ってゆで、皮をむく。
（または電子レンジで5分くらい加熱してもよ
い。）
④深いフライパンかシチュー鍋に油を熱し、②
を20分炒める。鶏肉を加え、表面がよく焼ける
まで混ぜながら炒める。牛乳と③のジャガイモ
を加えて混ぜ、約10分煮る。塩で調味する。
⑤深めの大皿に盛り、ご飯またはパンとともに
食卓に出す。
※ご飯はタイ米をパラッと炊いたものがよい。

鶏もも肉‥‥‥400ｇ
タマネギ ‥‥‥‥2個
ジャガイモ ‥‥‥2個
カレー粉 ‥‥大さじ4

しょうが汁‥‥‥少々
サラダ油 ‥‥大さじ2
牛乳‥‥‥‥‥100cc
塩‥‥‥‥‥‥‥少々

材料（４人分）

テ
ー
プ
・
チ
ョ
ウ
リ
ー

一
九
七
四
年
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ナ
ン
生
ま
れ
。
小
学
校

か
ら
大
学
ま
で
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
生
活
。
日
本
語
と
旅

行
業
務
は
日
本
で
学
ぶ
。
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九

六
年
ま
で
国
費
留
学
生
と
し
て
日
本
に
滞
在
。

行　程

行　程

行　程

行　程

行　程

デヴァター像

ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
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魅
了
さ
れ
た

ス
イ
ス
・
ア
ル
プ
ス

一
昨
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
秋
、

「
魅
力
の
三
国
　
イ
タ
リ
ア
・
ス
イ

ス
・
フ
ラ
ン
ス
」
の
旅
に
参
加
し
ま

し
た
。
ロ
ー
マ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を

へ
て
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
に
三
泊
、
は
じ

め
て
の
ス
イ
ス
で
し
た
。

ゴ
ル
ナ
グ
ラ
ー
ト
か
ら
リ
ッ
フ

ェ
ル
湖
、
リ
ッ
フ
ェ
ル
ベ
ル
グ
ま
で

の
ハ
イ
キ
ン
グ
。
午
後
は
マ
ッ
タ
ー

ホ
ル
ン
に
挑
む
人
影
が
見
え
る
ほ
ど

の
近
く
ま
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
。
翌

日
は
ス
ネ
ガ
へ
。
澄
み
き
っ
た
空
、

山
々
の
雪
、
連
な
る
氷
河
、
自
動
車

の
な
い
町
。
ス
イ
ス
・
ア
ル
プ
ス
に

す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
駆
け
抜
け
る
よ
う
に
せ
か
さ
れ

て
、
匂
い
だ
け
か
い
で
く
る
よ
う
な

パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
と
は
違
う
、
富
士
国

際
旅
行
社
な
ら
で
は
の
ス
イ
ス
の

日
々
で
し
た
。

帰
国
し
て
か
ら
、
辻
村
伊
助

『
ス
イ
ス
日
記
』、
松
方
三
郎
『
ア
ル

プ
ス
記
』、
浦
松
佐
美
太
郎
『
た
っ

た
一
人
の
山
』、
ウ
イ
ン
パ
ー
『
ア

ル
プ
ス
登
攀
記
』、
チ
ン
ダ
ル
『
ア

ル
プ
ス
の
氷
河
』
な
ど
、
手
当
た
り

次
第
に
読
み
、
ま
た
行
き
た
い
と
の

思
い
に
か
ら
れ
ま
し
た
。（
ご
参
考

ま
で
に
。
ウ
イ
ン
パ
ー
の
本
は
さ
す

が
名
著
、
抜
き
ん
出
て
い
ま
す
。
松

方
さ
ん
の
も
と
て
も
親
し
み
深
い
本

で
し
た
。）

独
立
記
念
日
の
催
し
に
参
加

そ
し
て
昨
年
。「
盛
夏
に
ア
ル
プ

か
ら
上
の
高
山
の
花
を
訪
ね
る

ス
イ
ス
・
ア
ル
プ
ス
花
の
旅
」
に
加

え
て
い
た
だ
い
て
十
二
日
間
。
今
度

は
少
々
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も
あ
り
、

は
た
し
て
つ
い
て
行
け
る
か
な
と
心

配
も
し
て
の
参
加
で
し
た
。し
か
し
、

初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
山
の

友
情
」
と
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
も

の
で
す
ね
。
ス
イ
ス
歴
、
何
回
か
の

仙
台
の
千
葉
勝
利
さ
ん
、
静
子
さ
ん

ご
夫
妻
、
大
阪
の
中
井
敏
子
さ
ん
、

三
浦
安
子
さ
ん
、
ス
イ
ス
は
は
じ
め

て
で
し
た
が
私
よ
り
若

い
倉
木
新
治
さ
ん
、
松

島
久
子
さ
ん
、
そ
れ
に

添
乗
員
の
小
久
保
千
代

子
さ
ん
た
ち
の
助
け
に

よ
っ
て
、
大
過
な
く
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

八
月
一
日
、
ベ
ル
ン

を
へ
て
待
望
の
ミ
ュ
ー

レ
ン
へ
。
グ
リ
ュ
ッ
チ

ュ
ア
ル
プ
か
ら
Ｕ
字
谷

の
向
こ
う
に
そ
び
え
る

ア
イ
ガ
ー
・
メ
ン
ヒ
・

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
の
三
山

は
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

と
は
ま
た
一
味
違
う
偉

観
で
し
た
。
そ
の
日
は

ち
ょ
う
ど
ス
イ
ス
の

「
独
立
記
念
日
」。
夜
、

ミ
ュ
ー
レ
ン
の
町
の
人

た
ち
に
よ
る
記
念
の
催

し
に
参
加
し
ま
し
た
。

音
楽
隊
を
先
頭
に
広
場

へ
の
行
進
、
子
ど
も
た

ち
も
色
と
り
ど
り
の
提
灯
を
も
っ
て

楽
し
そ
う
。
暗
闇
の
な
か
、
遠
く
の

山
々
に
か
が
り
火
が
燃
え
、
花
火
も

上
が
り
ま
す
。
こ
れ
ぞ
市
民
の
手
に

よ
る
「
建
国
記
念
の
日
」。「
二
月
十

一
日
」
の
日
本
と
は
大
違
い
で
す
。

凝
り
性
で
と
こ
と
ん
ス
イ
ス

ト
ル
ン
メ
ル
バ
ッ
ハ
フ
ェ
ー
レ
。

三
山
の
雪
解
け
水
が
こ
こ
に
集
ま
り

岩
間
に
落
ち
る
。
そ
の
壮
観
は
き
わ

ま
り
な
し
。
八
月
四
日
は
オ
ー
バ
ー

シ
ュ
タ
イ

ン
ベ
ル
グ

の
山
荘
へ
。

高
低
差
七

〇
〇
メ
ー

ト
ル
も
中

井
さ
ん
に

リ
ュ
ッ
ク

を
代
わ
っ

て
も
ら
っ

て
な
ん
と

か
踏
破
。

ガ
ン
ダ
ー

シ
ュ
テ
ー

ク
を
へ
て

八
月
六
日

は
テ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
ュ
ッ
テ
へ
。
約
五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
登
り
も
、
私
だ
け

ヒ
ュ
ッ
テ
の
車
に
リ
ュ
ッ
ク
を
積
ん

で
も
ら
っ
て
手
ぶ
ら
で
登
り
ま
し

た
。
翌
日
は
快
晴
。
ヴ
ァ
イ
ス
ホ
ル

ン
、
そ
し
て
や
が
て
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
を
展
望
し
つ
つ
の
横
歩
き
。
約
一

〇
キ
ロ
。
こ
の
あ
た
り
で
少
々
バ
テ

気
味
。
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
は
墓
地

や
山
岳
博
物
館
の
見
学
な
ど
で
休
息

と
い
う
旅
で
し
た
。

帰
国
し
て
地
図
上
で
歩
い
た
距

離
を
計
っ
て
み
る
と
約
四
〇
キ
ロ
。

皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
て
の
旅
で
し
た

が
、
七
十
一
歳
に
し
て
は
、
ま
ぁ
上

出
来
か
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
わ
け
で
今
年
も
ま
た
出

か
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
凝
り

性
と
い
う
の
は
長
所
で
も
あ
り
短
所

で
も
あ
り
ま
す
。
世
界
に
は
も
ち
ろ

ん
、
日
本
に
も
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ

は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

あ
ち
こ
ち
出
か
け
て
印
象
が
拡
散
す

る
よ
り
、「
と
こ
と
ん
ス
イ
ス
」
で

い
き
た
い
私
で
す
。
い
つ
ま
で
続
く

で
し
ょ
う
か
。

（
奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

7月25日～8月2日（9日間）428,000円
（成田空港発着）ワルシャワ3泊→クラクフ2泊→プラハ2泊→
機中泊
●第二次大戦当時、ナチスはポーランド人の誇りであるショパ
ンの音楽や、侵略に抵抗する歌を禁止しました。アンジェイ・
ワイダ監督の映画にも出てくる「モンテカシノの紅い芥子」を
はじめ、それらの「禁じられた歌」もレパートリーとしている
横井さんが、その歌の生まれた国を皆さんとご一緒して、現地
音楽家とジョイント･コンサートを行います。
●世界遺産のワルシャワ、ショパンの故郷ジェラゾヴァ・ヴォ
ラ、世界遺産の古都クラクフ、「負の遺産」アウシュビッツ強
制収容所
●｢プラハの春｣音楽祭でも名高い、音楽と文化あふれる百塔の
都・プラハへ
※ポーランドのみ7日間の参加も可能です。お問合せください。

8月16日～8月24日（9 日間）428,000円
●「私の愛した街」の舞台・北アイルランドのデリーにゆった
り2泊。城壁に囲まれた街で、歌の背景にふれます。
●映画「アンジェラの灰」の舞台リマリックで2泊。夜は聖メ
アリー大聖堂での横井久美子コンサート。
●アラン島（2泊）：伝統がいまも息づく島に渡り、古代遺跡
ダン・エンガス、ア
イリッシュダンス
「ラガス」の観賞な
どお楽しみいただき
ます
● ダ ブ リ ン （ 1
泊）：アイルランド
人の心のふるさと
「タラの丘」へ、ケ
ルトの歴史と文化を
訪ねます。

2002年8月5日（月）～16日（金）452,000円
定員25名（最小催行20人） 新潟空港より添乗員同行
●ハバロフスクからイルクーツク、2泊3日の「シベリア鉄道
の旅」。果てしなく続く大平原をかけぬけて世界遺産バイカル
湖へ
●世界最古、最深の神秘の湖、碧いバイカル湖をじっくり探訪。
湖畔の町でロシア人の家庭を訪問、家庭料理と素朴な交流
●ロシア中世の面影を残す古都スズダリなど「黄金の環」。ロ
シア革命の足跡を訪ね、いまのロシアを見るモスクワにもゆっ
たりと滞在

シンガーソングライター 横井久美子と行く
ＴＯＵＲ＆ＣＯＮＣＥＲＴ

大好評・第４回
シンガーソングライター横井久美子と行く

シベリア鉄道と碧きバイカル湖
ロシア中世の古都とモスクワ

と
こ
と
ん

ス
イ
ス
で

と
こ
と
ん

ス
イ
ス
で

中
塚

明

※場所・内容など詳細は弊社担当にお問合せください
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元日本航空労組委員長で、ベ
ストセラー小説『沈まぬ太陽』
―その主人公・恩地 元の原型
といわれる著者が、波瀾にとん
だ人生から何を感じ、何を学び
とってきたのか、小説には書か
れなかったその歩みをユーモア
たっぷりに語ります。戦時中の

特攻隊出撃で従兄を失った体験
や、東アフリカの野生動物への
リアルで愛情に満ちた話にかか
わらせ、地球の視点というスケ
ールの大きさで、人間のあり方、
人間の真実を問いかける、いま
日本に生きる多くの人に是非お
すすめしたい一冊です。

新
宿
御
苑
の
気
の
早
い
桜
は
、

す
で
に
満
開
。

木
々
の
芽
が
柔
ら
か
に
膨
ら
ん

で
い
く
の
と
と
も
に
、
入
学
、
入

社
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
人
た
ち
が
夢

と
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
、
街

中
を
闊
歩
す
る
実
に
す
が
す
が
し

い
季
節
で
す
。

巷
の
輝
く
情
景
に
反
し
て
、「
新

世
紀
は
戦
争
の
な
い
、
人
間
性
あ

ふ
れ
る
豊
か
な
世
界
」
と
い
う
願

い
を
踏
み
に
じ
る
テ
ロ
と
報
復
、

さ
ら
に
そ
れ
を
拡
大
し
よ
う
と
い

う
も
く
ろ
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「
な
ら
ず
者
国
家
」
と
決
め
つ

け
ら
れ
た
七
カ
国
の
実
に
約
四
〇

倍
の
軍
事
予
算
（
日
本
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ

誌
）
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
と
そ
の
同

盟
国
が
、
ア
メ
リ
カ
の
脅
迫
と
煽

動
に
よ
っ
て
再
び
危
険
な
暴
走
を

繰
り
返
す
な
ら
、
前
世
紀
に
も
増

し
て
、
人
類
に
と
っ
て
過
酷
な
道

を
走
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。私

た
ち
は
今
年
、
新
入
社
員
を

迎
え
ま
す
。
社
を
未
来
に
繋
げ
る

“原
石
”
を
大
切
に
し
か
も
厳
し
く

磨
い
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。私

た
ち
は
、
こ
の
若
者
た
ち
と

と
も
に
、
仕
事
の
中
で
も
、
日
常

の
生
活
の
中
で
も
、
『P

eace

、

G
reen

、H
um
anity

』
を
主
張
し
、

行
動
し
て
ゆ
き
ま
す
。

（
Ｍ
Ｋ
）

7月15日（月）～24日（水）（10日間） 旅行費用：298,000円

主なみどころ＆楽しみ

★タイとミャンマーの鉄道にそれぞれ乗車、ゆったりとした鉄道でのどかな風景を楽しみます。

★タイ・バンコクでは鉄道労組訪問＆懇談、駅の見学。交流を深めながら、タイの最新鉄道事

情も知ることができます。

★チェンマイでは旧市街の寺院めぐりはもちろん、名物のナイトマーケットを散策したり、エ

レファントキャンプを見学。

★ミャンマー北部のマンダレーでは旧王宮と圧倒のバゴダ群へ

★ヤンゴンでは一部で環状線に乗車して国立博物館や独立記念碑、ボージョーマーケットへ。

また近郊の古都バゴーでシュエターリャウン寝釈迦仏とチャイプーンパゴダを見学
旅　程

①成田・関西空港発5タイの首都バンコクへ＜バンコク泊＞②午前：バンコク市内見学、午

後：タイ鉄道労組訪問＆懇談、バンコク駅見学＜バンコク泊＞③7タイ北線の昼行列車で北

部のチェンマイへ（所要約11～13時間）夜：名物ナイトマーケット散策＜チェンマイ泊＞④

終日：チェンマイ市内と周辺の見学、夕刻：5ミャンマー北部のマンダレーへ＜マンダレー

泊＞⑤終日：マンダレー市内と近郊のザガイン周辺見学＜マンダレー泊＞⑥7昼行列車でミ

ャンマーの首都ヤンゴンへ（所要約15～16時間）＜ヤンゴン泊＞⑦終日：ヤンゴン市内見

学＜ヤンゴン泊＞⑧終日：ヤンゴン近郊の古都バゴー見学、夜はお別れディナー＜ヤンゴン

泊＞⑨午前:自由行動、午後：5バンコク経由で帰国の途へ＜機中泊＞5成田・関西空港着

＜企画＞ふるさと線を守る全国実行委員会　TEL.03-3821-6466（芳潤堂気付）

8月14日（水）～23日（金）（10日間） 旅行費用：462,000円

主なみどころ＆楽しみ

★ドイツ東部の小さな街ガイルスドルフ、テレジン文化ハウス、ベルリンと3ヶ所で志村泉さ

んのコンサートに参加。

★中世の街並み残す百塔の街プラハで、オペラ「ドン・ジョバンニ」観賞。

★テレジン強制収容所を見学、プラハのユダヤ人シナゴーグではテレジンの子どもたちの絵を

観賞し、平和への思いを新たに。
旅　程

①成田空港5ヨーロッパ内乗り継ぎチェコの首都プラハへ＜プラハ泊＞②終日：プラハ音楽

散歩（ルドルフィヌム、スメタナホール、ユダヤ人シナゴーグ、スメタナ記念館、ドボジャー

ク記念館）＜プラハ泊＞③6終日：ドイツ東部での志村泉さんコンサートに参加＜プラウエ

ン泊＞④6カルロビ・ヴァリ経由：ドヴォジャークの故郷ネラホゼヴェス村見学、午後：テ

レジン郊外へ＜リトムニェジーツェ泊＞⑤終日：テレジン見学（旧ゲットー[大要塞]、墓地、焼

却炉、ゲットー資料館、テレジン文化ハウスでの志村泉さんコンサート参加＜リトムニェジー

ツェ泊＞⑥6ドレスデンへ、到着後：ドレスデン市内見学（ツヴィンガー宮殿、ゼンパーオ

ペラ、ドレスデン城）＜ドレスデン泊＞⑦出発まで自由行動6ベルリンへ、夜：ベルリンで

志村泉さんのコンサート＜ベルリン泊＞⑧終日：ベルリン市内見学（ウンターデンリンデン通

り、ブランデンブルク門、ペルガモン博物館、ベルリン大聖堂、クーダム大通り）＜ベルリン

泊＞⑨5乗り継ぎを経て帰国の途へ＜機中泊＞⑩5成田空港着

＜企画＞ムジカ　音楽・教育・文化研究所　TEL.03-3356-5713

伊豆の真ん中伊豆の真ん中、、自然の真ん中自然の真ん中
「「温泉民宿しきや温泉民宿しきや」」

〒410-3206
静岡県田方郡天城湯ヶ島町西平1652
Tel 0558-85-1377／Fax 0558-85-1799
ホームページ　http://www2.wbs.ne.jp/̃shikiya
伊豆半島のほぼ中央、天城連山の懐に抱かれた湯

ヶ島温泉に「温泉民宿しきや」はあります。釣りや
ハイキングなどを楽しまれる方から、一日中のんび
りと温泉を楽しむ方まで多くの方々に親しまれてい
ます。
お料理は、伊豆の自然が育ててくれた採れたての素
材と、その旬にこだわり、四季折々内容が変わりま
すので、存分に伊豆の自然と季節を味わっていただ
けます。お風呂は弱アルカリ性の温泉。神経痛、冷
え症、慢性消化器症などに効果があります。湯船か
らは野川が一望でき、そこは川の音だけが聞こえる
くつろぎの空間です。
自然観察指導員でもあるご主人は、みずから伊豆

の自然をガイドしてくれます。伊豆のトレッキング
やつりのベースキャンプとして最適の宿です。「いい
旅いい仲間」をお読みになってご予約されたお客様
には、伊豆の地酒のうれしいプレゼントもあります。

メッセージシンガー会沢芽美のメッセージシンガー会沢芽美の
文化と平和交流の館文化と平和交流の館

「「うたごえペンション　まーみなーうたごえペンション　まーみなー」」

〒904－0325
沖縄県中頭群読谷村瀬名波1036
Tel/Fax 098-958-3123
ホームページ　http://www2.ocn.ne.jp/̃memi
海を望むバリヤフリーのペンション。また、オーナ
ーはシンガーの会沢芽美さんです。

◎費用・1泊2食
3～5月／10～12月　6,500円　　
6月～9月／1～2月（エアコン使用時期）7,000円

◎朝食・洋食の場合は200円引　
子供は上記費用から1,000円引　

◎新聞を見たとお伝えくだされば、「特典」宿泊代
10％引き、又は、ワンドリンクサービス。

タイ＆ミャンマー 第12回 ムジカ海外旅行 ～ピアニスト 志村 泉さんとともに～

エミール講座エミール講座【【第第2323回回】】
～ルソー『エミール』第5篇「旅について」とつなげて～
○2002年6月2日（日）午後1時30分～4時30分　於：エデュカス東京
○講師：清水 寛先生　ゲスト講師：三上 満先生
「わたしたちの明日と向かい合う～深く豊かにいきるために～」をテーマに、
旅・教育・人生・現代社会について、お二人に縦横に語っていただきます。

舘野舘野 泉ピアノリサイタル泉ピアノリサイタル
○2002年10月1日（火）午後7時開演　於：東京文化会館小ホール
フィンランドを拠点に世界的に活躍するピアニスト。その温かくヒューマンな演
奏は、世界のあらゆる地域で、常に深い感動をもって迎えられています。

アイルランドの音楽とダンスアイルランドの音楽とダンス
『アイルランドー大地からのメッセージ』
○2002年11月21日（木）午後7時開演　於：ティアラ江東・小ホール
アイルランド音楽の第一人者である守安 功・雅子夫妻と、今回来日するマイケ
ル＆セイリーン・タブラディ夫妻により、様々なスタイルのアイルランド音楽の
魅力を、数々の楽器の演奏とダンスで紹介します。

主催・お問い合わせ
ムジカ　音楽・教育・文化研究所
Tel.03-3356-5713 Fax.03-3354-0751

Ａグループ 8月 6日～8月15日　585,000円　Ｂグループ 8月 8日～8月17日　588,000円
Ｃグループ 8月31日～9月 9日　548,000円　Ｄグループ 9月 2日～9月11日　544,000円
●小倉寛太郎先生が、アフリカ最高峰・キリマンジャロの麓に広がるアンボセリ国立公園でサ
ファリに同行。また宿泊ロッジにて、サバンナの自然と生息する動物について小倉先生の特別
講座も開催します。
●フラミンゴの大群生地・ナクル湖国立公園と、ケニアで最も多様な動物たちが生息するマサ
イマラ国立保護区も訪問。また、小倉先生が事務局長を務めるサバンナクラブの援助で建てら
れた孤児院兼託児所「サイディア・フラハ子どもの家」での交流も。

『自自自自然然然然にににに生生生生ききききてててて』
小倉寛太郎：著　新日本出版社　定価：1,500円（税別）


